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平
成
30
年
は
小
笠
原
諸
島
が
ア
メ
リ
カ
か
ら

返
還
さ
れ
て
50
周
年
と
な
る
記
念
の
年
で
あ
り
、

6
月
30
日
に
は
返
還
50
周
年
式
典
等
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
林
野
庁
か
ら
は
国
有
林
野
部
長

（
林
野
庁
長
官
の
代
理
）
と
関
東
森
林
管
理
局

次
長
（
局
長
の
代
理
）
が
来
賓
と
し
て
出
席
し

ま
し
た
。

第
2
次
世
界
大
戦
の
最
中
、
小
笠
原
諸
島
で

は
太
平
洋
戦
争
が
激
化
す
る
に
伴
い
、
昭
和
19

年
に
軍
属
等
と
し
て
残
さ
れ
た
者
を
除
く
全
島

民
が
本
土
に
強
制
疎
開
と
な
り
ま
し
た
。
終
戦

後
は
、
ア
メ
リ
カ
の
統
治
下
に
置
か
れ
、
旧
島

民
全
員
の
帰
島
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
後
、
沖
縄
返
還
と
と
も
に
小
笠
原
返
還
を
求

め
る
旧
島
民
や
そ
の
他
日
本
国
民
の
要
求
が
高

ま
り
、
そ
の
結
果
、
昭
和
43
年
４
月
に
日
米
両

国
が
調
印
し
た
「
南
方
諸
島
お
よ
び
そ
の
他
の

諸
島
に
関
す
る
日
本
国
と
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

と
の
間
の
協
定
」
の
発
効
に
よ
り
同
年
6
月
26

日
、
米
国
か
ら
日
本
に
復
帰
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
小
笠
原
諸
島
に
お
け
る
国
有
林

野
事
業
は
明
治
32
年
に
国
か
ら
東
京
都
に
管
理

を
委
託
し
た
の
が
始
ま
り
で
、
大
正
10
年
に
は

小
笠
原
小
林
区
署
（
後
の
小
笠
原
営
林
署
）
が

設
置
さ
れ
国
直
轄
の
事
業
と
し
て
、
国
土
保
全
、

学
術
研
究
及
び
林
産
物
の
島
内
自
給
自
足
を
目

標
と
し
、
有
用
樹
種
の
保
護
増
殖
を
図
り
ま
し

た
。
初
代
署
長
豊
島
氏
の
指
導
の
下
、
オ
ガ
サ

ワ
ラ
グ
ワ
、
テ
リ
ハ
ハ
マ
ボ
ウ
を
は
じ
め
と
し

た
小
笠
原
内
外
の
有
用
樹
種
を
積
極
的
に
造
林
、

研
究
し
、
小
笠
原
の
林
業
の
発
展
に
寄
与
し
ま

し
た
。

ア
メ
リ
カ
統
治
時
代
に
は
森
林
経
営
は
放
置

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
昭
和
43
年
の
返
還

後
に
設
置
さ
れ
た
小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林

課
が
そ
の
業
務
を
引
継
ぎ
ま
し
た
。
返
還
後
は

小
笠
原
諸
島
を
と
り
ま
く
自
然
的
、
立
地
的
、

社
会
経
済
的
諸
条
件
を
ふ
ま
え
、
森
林
の
有
す

る
公
益
的
諸
機
能
を
総
合
的
に
発
揮
す
る
こ
と

を
本
旨
と
し
、
地
域
社
会
と
の
協
調
に
努
め
な

が
ら
、
水
源
か
ん
養
、
保
健
休
養
機
能
の
整
備

充
実
及
び
貴
重
な
植
物
群
落
の
保
護
の
推
移
等

を
図
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
小
笠
原
諸
島
の

殆
ど
を
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に

設
定
し
た
ほ
か
、
そ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
希

少
野
生
動
植
物
の
保
護
・
増
殖
、
外
来
種
対
策

な
ど
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
平
成
22
年

に
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

（
以
下
「
保
全
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
を
設

置
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
平
成
23
年
に
は
森
林
生
態
系

保
護
地
域
を
含
む
小
笠
原
諸
島
の
豊
か
で
独
特

な
自
然
の
価
値
が
認
め
ら
れ
、
世
界
自
然
遺
産

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
小
笠
原
諸
島
の

国
有
林
は
小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
及
び

保
全
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
組
織
の
名
前
は
変
わ
っ
て
も
国
有
林
を
管

理
す
る
志
は
変
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
先
輩
方

か
ら
託
さ
れ
た
こ
の
自
然
を
後
世
に
残
し
て
い

け
る
よ
う
、
よ
り
一
層
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

返還50周年式典

返還50周年パレード

小笠原営林署

母島 乳房山から南崎 アカガシラカラスバト

（本郷国有林野部長（当時）撮影）

後世に残したい自然

小
笠
原
諸
島
返
還
50
周
年
と
国
有
林
野
事
業

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
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【
林
業
用
苗
木
に
つ
い
て
】

人
工
林
資
源
の
循
環
利
用
を
推
進
す
る
に
当
た

り
、
苗
木
の
安
定
供
給
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
苗
木
の
需
給
調
整
が
重

要
で
す
。
林
業
用
の
苗
木
に
は
、
野
菜
の
苗
木

を
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
買
う
よ
う
な
市
場
の
広

さ
が
な
い
こ
と
か
ら
、
造
林
者
が
使
用
す
る
苗

木
の
数
量
と
、
苗
木
生
産
者
が
作
れ
る
苗
木
の

数
量
を
事
前
に
調
整
し
て
お
か
な
い
と
、
植
え

た
い
時
に
植
え
た
い
苗
木
が
揃
わ
な
い
と
い
う

こ
と
が
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

主
た
る
林
業
用
の
苗
木
は
、
出
荷
す
る
ま
で
に

カ
ラ
マ
ツ
で
２
年
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
で
３
年
程

度
を
必
要
と
し
ま
す
。
例
え
ば
「
平
成
34
年
の

春
植
え
に
ス
ギ
苗
木
５
万
本
が
必
要
」
と
な
れ

ば
、
平
成
31
年
の
春
、
播
種(

は
し
ゅ)

す
る
時

期
（
種
を
蒔
く
時
期
）
ま
で
に
苗
木
生
産
者
に

伝
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
予
定

が
変
更
と
な
り
苗
木
の
実
際
の
調
達
本
数
が
減

少
す
る
と
残
苗
と
な
っ
て
し
ま
い
、
出
荷
で
き

な
か
っ
た
苗
木
は
廃
棄
さ
れ
、
２
～
３
年
育
苗

に
か
け
た
時
間
と
手
間
が
無
駄
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
主
伐
の
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
毎
年
度
の
伐
採
・
搬
出
の
実
施
量
及
び

時
期
と
、
確
実
に
苗
木
を
植
え
ら
れ
る
時
期
の

確
認
を
行
い
、
苗
木
の
需
要
計
画
の
精
度
を
上

げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

関
東
局
管
内
の
国
有
林
に
お
け
る
過
去
10
年
間

の
植
栽
本
数
の
推
移
を
見
る
と
、
平
成
21
年
度

の
２
０
０
万
本
か
ら
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た

が
、
平
成
30
年
度
当
初
で
は
、
再
び
２
０
０
万

本
を
超
え
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

さ
ら
に
多
く
の
人
工
林
資
源
が
主
伐
期
を
迎
え

る
と
、
主
伐
と
そ
の
後
の
再
造
林
が
進
み
、
苗

木
の
需
要
に
つ
い
て
も
増
加
傾
向
が
続
く
見
込

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

関
東
局
管
内
の
国
有
林
で
植
栽
す
る
苗
木
の

樹
種
に
つ
い
て
は
、
７
割
程
度
が
ス
ギ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
で
は
、
何
故
、
林
業
用
の
苗
木
の

樹
種
と
し
て
ス
ギ
が
選
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
の

で
し
ょ
う
か
。
ス
ギ
は
温
帯
性
針
葉
樹
で
、

温
暖
多
雨
な
日
本
の
気
候
に
適
し
た
樹
種

で
あ
り
、
成
長
が
良
く
繁
殖
も
容
易
で
す
。

九
州
の
飫
肥(

お
び)

地
域
で
は
、
４
０
０

年
も
前
か
ら
挿
し
木
に
よ
る
植
林
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
ギ
は
ジ
ベ
レ
リ

ン
（
発
芽
や
花
芽
形
成
に
重
要
な
役
割
を

持
つ
植
物
ホ
ル
モ
ン
）
を
散
布
す
る
こ
と

で
雄
花
が
着
花
し
や
す
く
な
り
、
ヒ
ノ
キ

や
カ
ラ
マ
ツ
に
比
べ
る
と
種
子
生
産
が
容

易
で
す
。
さ
ら
に
、
ス
ギ
は
真
っ
直
ぐ
に
成
長

し
、
比
重
が
軽
い
割
に
は
強
度
が
あ
る
こ
と
及

び
加
工
が
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、
建
築
用
材
と

し
て
優
れ
た
樹
種
と
言
え
ま
す
。
こ
の
た
め
我

が
国
の
林
業
界
で
は
、
昔
か
ら
ス
ギ
が
主
要
な

造
林
樹
種
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
の
で
す
。

次
回
（
そ
の
２
）
で
、
花
粉
症
対
策
苗
・
コ
ン

テ
ナ
苗
の
動
向
や
取
組
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

人
工
林
資
源
の
循
環
利
用
促
進
に
伴
う
苗
木
の
動
向
に
つ
い
て

（
そ
の
１
）

森
林
整
備
部

森
林
整
備
課カラマツ採種園 (着花を促し採種しやすい

樹形への誘導が必要)

スギ球果

スギ人工林
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６
月
10
日
（
日
）
、
磐
城
森
林
管
理
署
管
内

の
福
島
県
南
相
馬
市
（
海
岸
防
災
林
整
備
地
）

を
主
会
場
と
し
て
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨

席
の
も
と
、
「
育
て
よ
う

希
望
の
森
を

い

の
ち
の
森
を
」
を
テ
ー
マ
に
第
69
回
全
国
植
樹

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

福
島
県
で
の
全
国
植
樹
祭
の
開
催
は
、
昭
和

45
年
に
猪
苗
代
町
で
第
21
回
が
開
催
さ
れ
て
以

来
、
48
年
ぶ
り
２
回
目
と
な
り
、
東
日
本
大
震

災
と
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
の
発
生
後
、

東
北
の
被
災
地
で
は
初
め
て
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
小
雨
模
様
で
し
た
が
、

式
典
が
始
ま
る
直
前
に
は
雨
も
あ
が
り
、
参
加

し
た
約
４
，
９
０
０
人
に
よ
り
、
式
典
会
場
隣

接
地
約
５
ha
に
福
島
県
の
方
々
が
育
て
た
ク
ロ

マ
ツ
な
ど
１
８
種
類
の
苗
木
２
万
本
を
植
樹
し

ま
し
た
。

プ
ロ
ロ
ー
グ
で
は
、
福
島
県
各
地
域
の
伝
統

芸
能
や
震
災
か
ら
の
復
興
を
象
徴
す
る
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
霊
山
太
鼓
や
山
木
屋
太
鼓
、

会
津
彼
岸
獅
子
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
が
行
わ
れ
、
そ

の
他
、
感
謝
状
の
贈
呈
や
、
平
成
28
年
度
よ
り

福
島
県
内
全
市
町
村
を
巡
っ
た
「
森
林
と
の
き

ず
な
づ
く
り
植
樹
リ
レ
ー
」
の
ゴ
ー
ル
セ
レ
モ

ニ
ー
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
で
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
よ
っ

て
、
海
岸
防
災
林
の
基
本
樹
種
で
あ
る
「
ク
ロ

マ
ツ
」
や
福
島
県
と
開
催
地
南
相
馬
市
の
木
で

あ
る
「
ケ
ヤ
キ
」
の
ほ
か
、
「
ス
ダ
ジ
イ
」

「
ア
カ
マ
ツ
」
「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
」
「
ヤ
ブ
ツ
バ

キ
」
の
６
種
の
「
お
手
植
え
」
や
、
福
島
県
と

関
わ
り
の
深
い
樹
種
の
「
津
島
マ
ツ
」
「
飯
豊

ス
ギ
」
「
ベ
ニ
シ
ダ
レ
」
、
東
日
本
大
震
災
被

災
地
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た
「
マ
ル
バ

シ
ャ
リ
ン
バ
イ
」
の
４
種
の
「
お
手
播
き
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

メ
イ
ン
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
高
校
生
た

ち
が
高
村
光
太
郎
・
智
恵
子
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
踊
り
や
演
劇
を
発
表
し
、
復
興
へ
歩
む
福
島

の
姿
や
様
々
な
支
援
へ
の
感
謝
の
思
い
を
全
国

か
ら
の
参
加
者
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

リ
レ
ー
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
福
島
県
知
事
か

ら
来
年
度
の
開
催
県
で
あ
る
愛
知
県
知
事
へ

「
全
国
植
樹
祭
の
シ
ン
ボ
ル
」
で
あ
る
「
木
製

地
球
儀
」
が
手
渡
さ
れ
、
次
回
植
樹
祭
へ
開
催

が
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
会
場
と
大
玉
村
の
「
ふ
く
し
ま

県
民
の
森
」
に
設
け
ら
れ
た
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

が
双
方
向
中
継
で
結
ば
れ
、
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

で
の
ス
ギ
の
記
念
植
樹
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
る

な
ど
、
参
加
者
の
緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と
再
生
へ

の
願
い
が
式
典
会
場
へ
と
繋
が
り
ま
し
た
。
福

島
市
、
郡
山
市
、
白
河
市
、
会
津
若
松
市
の
４

箇
所
に
開
設
さ
れ
た
Ｐ
Ｒ
会
場
に
も
式
典
会
場

の
様
子
が
放
映
さ
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ
な
ど

が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
大
会
テ
ー
マ

ソ
ン
グ
「
福
あ
る
島
」
（
郡
山
市
ゆ
か
り
の
Ｇ

Ｒ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
Ｎ
作
詞
作
曲
）
を
出
演
者
全
員
で

合
唱
し
、
大
き
な
歌
声
が
響
き
渡
り
会
場
が
一

つ
に
な
り
ま
し
た
。

式
典
会
場
に
隣
接
し
た
「
お
も
て
な
し
広
場
」

で
は
、
福
島
県
の
魅
力
を
象
徴
す
る
特
産
品
や

飲
食
物
の
販
売
、
民
芸
品
の
張
り
子
の
販
売
、

木
製
品
や
森
林
・
林
業
に
関
す
る
企
画
展
示
な

ど
の
様
々
な
ブ
ー
ス
が
出
展
さ
れ
、
ス
テ
ー
ジ

で
は
音
楽
や
踊
り
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
福
島
県

内
外
か
ら
の
参
加
者
へ
福
島
県
の
魅
力
が
Ｐ
Ｒ

さ
れ
る
と
と
も
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
た

暖
か
い
お
も
て
な
し
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

シンボルマークと大会テーマ

緑の募金を呼びかける

「ミス日本みどりの女神」

代表者記念植樹

（漆原前局長）

ブース出展

（草木染めと木炭）

『
第
69
回
全
国
植
樹
祭
開
催
さ
れ
る
』

～
育
て
よ
う

希
望
の
森
を

い
の
ち
の
森
を
～

森
林
整
備
部

技
術
普
及
課



関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
地
元
磐
城
森
林
管

理
署
が
ブ
ー
ス
を
出
店
し
、
東
日
本
大
震
災
で

甚
大
な
津
波
被
害
に
あ
っ
た
「
松
川
浦
海
岸
林

再
生
に
向
け
た
取
組
」
や
「
絵
で
見
る
日
本
の

森
林
」
の
パ
ネ
ル
展
示
、
草
木
染
め
や
木
炭
の

展
示
を
行
う
と
と
も
に
、
木
製
ス
ト
ラ
ッ
プ
や

コ
ー
ス
タ
ー
等
の
制
作
体
験
等
を
す
る
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
た
と
こ
ろ
、
順
番
待
ち
が
出
る
程
、
大

人
か
ら
子
供
ま
で
多
く
の
人
で
賑
わ
い
、
子
供

達
は
、
自
分
で
作
っ
た
ド
ン
グ
リ
や
松
ぼ
っ
く

り
を
使
っ
た
動
物
顔
の
コ
ー
ス
タ
ー
や
ス
ト
ラ
ッ

プ
の
完
成
品
を
見
せ
合
っ
た
り
、
記
念
写
真
を

撮
っ
た
り
と
嬉
し
そ
う
な
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ブ
ー
ス
入
口
の
「
木
の
名
前
漢
字
ク

イ
ズ
」
の
パ
ネ
ル
前
で
は
、
多
く
人
た
ち
が
真

剣
な
顔
で
ク
イ
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
し

た
。大

盛
況
だ
っ
た
磐
城
森
林
管
理
署
の
ブ
ー
ス

に
は
、
立
ち
寄
り
者
延
べ
千
人
程
と
、
多
く
の

皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

来
年
の
第
70
回
全
国
植
樹
祭
は
、
愛
知
県
森

林
公
園
（
愛
知
県
尾
張
旭
市
）
で
開
催
さ
れ
ま

す
。き

の
こ
特
集

夏
に
発
生
す
る
き
の
こ

夏
に
良
く
発
生
が
確
認
さ
れ
る
「
き
の
こ
」

を
紹
介
し
ま
す
。

カ
ワ
リ
ハ
ツ
（
食
用
）
（
ベ
ニ
タ
ケ
科

ベ

ニ
タ
ケ
属
）

七
月
上
旬
か
ら
十
月
上
旬
に
か
け
て
、
里
山

や
森
林
公
園
内
等
の
広
葉
樹
林
内
地
上
に
散
生

し
ま
す
。

カ
サ
は
五
㎝
か
ら
八
㎝
位
で
表
面
は
淡
赤
色

や
青
色
又
は
黄
緑
色
と
変
化
に
富
ん
で
い
る
所

か
ら
カ
ワ
リ
ハ
ツ

と
言
う
和
名
が
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

柄
は
四
㎝
か
ら

七
㎝
位
で
白
色
で

平
滑
で
す
。

ヒ
ダ
は
白
色
で
柄

に
直
角
に
接
す
る

直
生
か
ら
柄
に
円

を
描
く
よ
う
に
接
す
る
上
生
で
す
。

ベ
ニ
タ
ケ
属
の
き
の
こ
に
は
珍
し
く
ヒ
ダ
は

柔
軟
で
壊
れ
に
く
い
の
が
特
徴
で
す
。
ベ
ニ
タ

ケ
属
の
き
の
こ
の
ほ
と
ん
ど
の
種
は
、
ヒ
ダ
を

指
で
触
る
と
す
ぐ
に
壊
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

ツ
ル
タ
ケ
（
毒
）
（
テ
ン
グ
タ
ケ
科

テ
ン

グ
タ
ケ
属
）

七
月
上
旬
か
ら
十
月
下
旬
に
か
け
て
広
葉
樹

林
内
地
上
に
単
生
か
ら
散
生
し
ま
す
。

カ
サ
は
五
㎝
か
ら
七
㎝
位
で
表
面
は
淡
灰
色

か
ら
灰
色
で
溝
状
の
線
が
あ
り
ま
す
。

柄
は
七
㎝
か
ら
十
㎝
位
で
表
面
は
白
色
で
上

部
に
白
色
の
ツ

バ
（
内
皮
膜
）

は
な
く
、
下
部

に
鞘
状
の
ツ
ボ

（
外
被
膜
）
が

あ
り
ま
す
。
ヒ

ダ
は
白
色
で
ヒ

ダ
が
柄
の
つ
け

根
と
離
れ
て
い

る
離
生
で
す
。

（５）平成３０年７月３１日 関 東 森 林 管 理 局 第１６９号

今
月
の
表
紙

「
南
か
ら
来
た
火
山
の
贈
り
物

（
伊
豆
半
島
）
」

伊
豆
半
島
は
、
約
二
千
万
年
前
に
現
在
の

小
笠
原
諸
島
の
硫
黄
島
付
近
に
あ
っ
た
海
底

火
山
群
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
と
と

も
に
北
へ
移
動
し
、
本
州
に
衝
突
し
て
形
成

さ
れ
ま
し
た
。

大
き
な
地
殻
変
動
や
火
山
活
動
に
よ
っ
て

形
づ
く
ら
れ
た
豊
か
な
自
然
や
美
し
い
景
観
、

そ
し
て
特
有
の
文
化
は
国
際
的
に
も
評
価
さ

れ
、
今
年
四
月
、
国
内
で
９
地
域
目
の
「
ユ

ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

伊
豆
の
国
有
林
は
、
海
洋
に
面
す
る
天
城

連
山
を
中
心
に
分
布
し
、
太
平
洋
岸
で
は
珍

し
い
広
範
囲
な
ブ
ナ
林
を
は
じ
め
、
ヒ
メ
シ
ャ

ラ
や
カ
エ
デ
の
天
然
林
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
流
が
磨
き
上
げ
た
美
し
い
溶
岩
の

岩
肌
が
見
ら
れ
る
滑
沢
渓
谷
な
ど
の
ジ
オ
サ

イ
ト
が
あ
り
、
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
登
録
以
降
、
観
光
客
も
増

加
傾
向
に
あ
り
、
今
後
は
地
域
と
連
携
し
な

が
ら
適
切
に
国
有
林
を
管
理
し
て
い
き
ま
す
。

ブース出展

（大賑わいの木

製ストラップ） 法被とのぼりで

「山の日」PR



私
の
勤
務
す
る
倉
渕
森
林
事
務
所
は
、

群
馬
県
高
崎
市
に
所
在
し
、
上
毛
三
山
の

一
つ
で
あ
る
榛
名
山
（
は
る
な
さ
ん
）
を

望
む
約
三
千
六
百
ha
の
国
有
林
を
管
理
し

て
い
ま
す
。

高
崎
市
の
中
心
街
か
ら
ほ
ど
近
い
観
音

山
（
か
ん
の
ん
や
ま
）
丘
陵
内
の
国
有
林

は
、
標
高
百
～
二
百
十
ｍ
の
都
市
近
郊
林

と
し
て
「
野
外
ス
ポ
ー
ツ
林
」
に
設
定
さ

れ
、
地
域
住
民
の
保
健
休
養
の
場
、
散
策

の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
近
く

に
は
、
昨
年
、
ユ
ネ
ス
コ
の
「
世
界
の
記

憶
」
に
登
録
さ
れ
た
上
野
三
碑
（
こ
う
づ

け
さ
ん
ぴ
）
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
観
音
山

周
辺
に
訪
れ
る
方
も
増
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
都
市
計
画
法
に
よ
る
風
致
地
区
に
も

指
定
さ
れ
、
景
観
の
美
し
さ
を
維
持
保
存

し
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

榛
名
山
の
象
徴
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

る
榛
名
富
士
（
標
高1

,
3
9
1

ｍ
）
周
辺
の

国
有
林
は
、
カ
ラ
マ
ツ
人
工
林
と
ミ
ズ
ナ

ラ
を
主
体
と
し
た
天
然
林
が
一
体
と
な
っ

た
森
林
景
観
を
構
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
榛
名
湖
風
致
探
勝
林
」
と
し
て
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
に
選
定
さ
れ
、
６
月
頃

に
は
群
生
し
て
い
る
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
や
レ
ン

ゲ
ツ
ツ
ジ
が
見
頃
で
多
く
の
人
々
が
訪
れ

ま
す
。

当
森
林
事
務
所
管
内
の
国
有
林
で
は
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
改
革
法
に
基
づ
く
民
間
競

争
入
札
（
市
場
化
テ
ス
ト
）
に
よ
り
、
平

成
28
年
度
か
ら
複
数
年
契
約
に
よ
る
森
林

環
境
保
全
整
備
事
業
と
し
て
、
間
伐
を
含

む
木
材
生
産
と
地
拵
や
植
付
等
を
一
体
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。
複
数
年
の
契
約
に
す

る
こ
と
で
、
よ
り
計
画
的
・
効
率
的
な
路

網
設
計
を
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
耐

久
性
の
あ
る
路
網
と
高
性
能
林
業
機
械
を

組
み
合
わ
せ
た
低
コ
ス
ト
で
効
率
的
な
森

林
整
備
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は

そ
の
３
カ
年
契
約
の
最
終
年
と
し
て
、
よ

り
よ
い
森
林
と
な
る
よ
う
に
署
の
担
当
者

と
請
負
業
者
と
の
打
合
せ
を
行
い
、
事
業

実
行
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
29
年
６
月
に
は
、
烏
川
流
域
（
源

流
部
）
森
林
整
備
推
進
協
定
を
磯
村
産
業

株
式
会
社
、
群
馬
県
西
部
環
境
森
林
事
務

所
と
当
署
の
三
者
で
締
結
し
ま
し
た
。
民

有
林
と
国
有
林
が
連
携
し
て
、
地
域
に
お

け
る
路
網
整
備
や
情
報
交
換
を
行
う
こ
と

で
、
一
層
の
森
林
整
備
の
推
進
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
同
年
11
月
に
は
民
有
林
・
国
有

林
双
方
の
関
係
者
に
よ
る
技
術
交
流
会
を

開
催
し
、
森
林
の
蓄
積
の
把
握
方
法
の
実

習
、
ス
ギ
大
径
木
の
伐
倒
や
高
性
能
林
業

機
械
に
よ
る
造
材
・
搬
出
作
業
の
実
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

当
森
林
事
務
所
管
内
で
は
、
国
民
参
加

の
森
林
づ
く
り
に
関
し
て
も
多
く
の
フ
ィ
ー

ル
ド
を
提
供
し
て
お
り
、
毎
年
、
協
定
を

結
ん
だ
団
体
等
が
行
う
森
林
整
備
活
動
へ

の
技
術
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

森
林
環
境
教
育
の
一
環
と
し
て
、
高
崎
市

の
倉
渕
中
学
校
に
お
い
て
も
森
林
教
室
を

開
催
し
て
き
て
お
り
、
今
年
度
も
教
室
で

の
座
学
と
あ
わ
せ
て
、
森
林
内
で
の
枝
打

ち
作
業
を
体
験
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

森
林
官
と
な
っ
て
一
年
目
の
若
輩
で
は

あ
り
ま
す
が
、
皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
を
賜
り
よ
り
よ
い
森
林
づ
く
り
を
目
指

し
て
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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観音山（高崎市）

生産現場

榛名富士

体験林業を行う倉渕中学校の生徒さん


